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部
長
よ
り
海
洋
生
命
科
学
部
の
近
況
等

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
第

33
回
北
里
大
学
同
窓
会
研
究
奨
励
賞
受

賞
の
田
口
瑞
姫
氏
（
２
０
１
４
年
３
月

卒
）
よ
り
、
研
究
課
題
「
マ
ナ
マ
コ
大

腔
細
胞
の
凝
集
促
進
因
子
の
同
定
」
の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
薬
学
部
２
号
館
１
階
学
生

食
堂
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
久
々
に

互
い
の
交
友
を
深
め
ま
し
た
。

『
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
』

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
及
び
各
種
情
報
を
含
む
会
報

を
、
２
０
２
２
年
9
月
と
２
０
２
３
年

３
月
の
２
回
発
行
し
た
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
し
た
。

３
．
会
員
の
現
状
の
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
た
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

・ 

２
０
２
２
年
度
「
水
産
学
部
卒
後

30
年
の
集
い
」
を
、
２
０
２
２
年

11
月
5
日（
土
）水
産
学
部
7
期
・

8
期
・
9
期
・
10
期
・
11
期
の
各

卒
業
生
を
対
象
に
、
相
模
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。

　

・ 

九
州
沖
縄
地
区
会
員
を
主
な
対
象

と
し
た
親
睦
会
を
、
２
０
２
２
年

11
月
12
日
（
土
）
那
覇
市
に
て
開

「
２
０
２
３
年
度

　
　

三
水
会
定
期
総
会
報
告
」

　

４
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
２
０
２
３
年
度
三
水
会
定
期
総

会
が
５
月
20
日（
土
）午
後
３
時
よ
り
、

北
里
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
チ
ナ

タ
ワ
ー
12
階
３
１
２
５
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
はcovid-19
に
よ
り
三

水
会
活
動
も
制
限
さ
れ
、
大
変
な
時

期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
に

入
り
少
し
ず
つ
日
常
に
も
活
気
が
戻
っ

て
、
対
面
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

総
会
は
代
議
員
総
数
49
名
に
対
し
、
出

席
48
名
（
本
人
出
席
33
名
、
委
任
状
提

出
15
名
）
欠
席
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
議
長
団
の
選
出
で
は
議
長
に

水
産
食
品
学
科
11
期
の
徳
江
喜
一
氏
、

続
い
て
議
事
録
署
名
人
に
は
水
産
増
殖

学
科
３
期
の
水
鳥
純
雄
氏
、
水
産
増
殖

学
科
４
期
の
石
井
美
華
氏
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
議
事
に
入
り
執
行
部
よ
り

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
監
査
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画

案
及
び
予
算
案
の
説
明
が
あ
り
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

総
会
終
了
後
、
同
会
議
室
で
菅
野
学

2022年度収支決算書
2023年3月31日現在

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 決算額 科　　目 予算額 決算額

１．事業費

⑴ 会報の発行費

⑵ 三水会HPの運営費

⑶ 会員現況把握費

⑷ 親睦会の開催費

⑸ 同期会等助成費

⑹ 懇談会費

⑺ 準会員活動助成金

⑻ 就職ガイダンスの開催費

⑼ 漁船海難遺児育英会寄付

⑽ 学部創立50周年事業支援

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

４．次年度繰越金

5,050,000

2,600,000

200,000

150,000

1,000,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

300,000

2,400,000

450,000

700,000

300,000

900,000

50,000

5,448,000

4,143,547

2,521,950

140,768

50,000

939,504

0

0

0

148,900

50,000

292,425

1,642,274

391,695

335,499

127,380

787,700

0

6,962,210

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．雑収入

4,456,000

837,000

7,304,955

45

300,000

4,456,000

837,000

7,304,955

76

150,000

合　　計 12,898,000 12,748,031 合　　計 12,898,000 12,748,031

財　産　目　録
2023年３月31日現在

＊一般会計（円）
預金等

みずほ銀行　　　　　　　　三ツ境支店
山梨中央銀行　　　　　　　　小沼支店
みずほインベスターズ証券　　新宿支店

普　1159267
普　214393
ＭＭＦ

415,415
5,855,604
606,918

現　　　金 84,273

合　　　計 6,962,210

＊特別会計（円）
（1）事業積立金
みずほインベスターズ証券　　新宿支店 ＭＭＦ 1,000,000

（2）大学助成金
ゆうちょ銀行　〇八八　　088 普　15963761 151,241

※ 一般会計「準会員活動助成」の対象とならない北里大学や準会
員以外の団体等に対する助成を目的とする積立金

監　査　報　告　書
　三水会規約第18条に基づき、2022年度（自・2022年４月１
日至・2023年３月31日）提出された収支決算書の各事項につ
いて監査を行った結果、その内容は適当なものと認めます。

2023年４月４日
監事　西尾　　徹

2023年４月９日
監事　材津　　裕
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と
の
懇
談
会
を
開
催
し
意
見
交
換
を
行

う
。

７
．
準
会
員
活
動
助
成

　

準
会
員
（
個
人
も
し
く
は
団
体
）
活

動
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

８
．
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

各
分
野
の
卒
業
生
を
講
師
に
迎
え
、

海
洋
生
命
科
学
部
在
学
生
を
対
象
に
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
、
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に
対
し
、
寄
付

を
行
う
。

10
．
水
産
学
部
卒
後
30
年
の
集
い
等
検

討
委
員
会
の
開
催

　

水
産
学
部
卒
後
30
年
の
集
い
及
び
各

種
事
業
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
。

10
．
学
部
創
立
50
周
年
事
業
へ
の
支
援

　

・ 

海
洋
生
命
科
学
部
創
立
50
周
年
記

念
に
際
し
て
、
Ｍ
Ｂ
号
館
１
階
フ

ロ
ア
ー
（
正
面
玄
関
付
近
）
に
壁

掛
け
時
計
を
寄
贈
し
た
。

　

・ 

学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
募
金

に
つ
い
て
、
三
水
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

す
る
な
ど
募
金
活
動
を
支
援
し
た
。

　

・ 

２
０
２
２
年
10
月
９
日
（
日
）
挙

行
の
、
学
部
創
立
50
周
年
記
念
式

典
で
20
万
円
の
目
録
を
贈
呈
し
た
。

『
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
』

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
、
及
び
各
種
情
報
を
含
む
会
報

を
２
０
２
３
年
９
月
と
２
０
２
４
年
3

月
の
２
回
発
行
す
る
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
す
る
。

３
．
会
員
の
現
状
の
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
る
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

各
地
区
の
会
員
を
対
象
と
し
た
親
睦

会
を
開
催
す
る
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

等
、
卒
業
生
の
集
会
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。

６
．
懇
談
会
の
開
催

　

大
学
職
員
、
在
学
生
及
び
卒
業
生
等

て
、
対
面
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

・ 

準
会
員
活
動
助
成
、
ク
ラ
ブ
活
動

助
成
の
申
請
は
な
か
っ
た
。

８
．
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

各
分
野
の
卒
業
生
を
講
師
に
迎
え
、

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
海
洋
生
命
科
学
部

在
学
生
を
対
象
に
２
０
２
２
年
10
月
13

日
（
木
）
に
開
催
し
た
。
今
年
度
は
受

講
生
と
の
交
流
会
等
は
行
な
わ
ず
、
粗

品
を
進
呈
し
た
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
、
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る

公
益
財
団
法
人
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

に
対
し
寄
付
を
し
た
。

催
し
た
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

等
、
卒
業
生
の
集
会
等
の
助
成
申
請
は

な
か
っ
た
。

６
．
懇
談
会
の
開
催

　

大
学
教
職
員
及
び
在
学
生
等
と
の
懇

談
会
、
意
見
交
換
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
開

催
を
見
送
っ
た
。

７
．
準
会
員
活
動
助
成

　

・ 

北
里
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
の
た
め
、
入
場
者
を

学
生
及
び
そ
の
親
族
、
教
職
員
、

進
学
相
談
会
参
加
者
に
限
定
し

2023年度予算

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 科　　目 予算額

１．事業費

⑴ 会報発行費

⑵ 三水会ＨＰ運営費

⑶ 会員現況把握費

⑷ 親睦会開催費

⑸ 同期会等助成費

⑹ 懇談会費

⑺ 準会員活動助成金

⑻ 就職ガイダンス開催費

⑼ 漁船海難遺児育英会寄付

⑽ 水産学部卒後30年の集い検討会費

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

4,400,000

2,650,000

200,000

150,000

400,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

200,000

2,400,000

450,000

700,000

300,000

900,000

50,000

5,299,300

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．雑収入

4,271,000

856,000

6,962,210

90

10,000

合　　計 12,099,300 合　　計 12,099,300
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海
を
描
く

海
洋
生
命
科
学
科
39
期
生

永
嶋　

瑞
穂

　

海
洋
生
命
科
学
部
２
０
１
４
年
卒
業

生
の
永
嶋
瑞
穂
と
申
し
ま
す
。

　

現
在
は
Ｉ
Ｔ
関
係
の
会
社
に
勤
め
な

が
ら
「
い
き
も
の
画
家
」
と
し
て
画
家

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
の
題
材
は
実
際
に
自
分
が
見
た

「
生
き
物
」。

　

私
は
生
き
物
が
大
好
き
で
、
こ
れ
ま

で
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
国
内
外
の

海
で
２
０
０
０
本
以
上
潜
っ
た
り
、
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
で
熱
帯
雨
林
を
探
検
し
、

様
々
な
生
き
も
の
を
見
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
自
然
で
感
じ
た
自
然
の

美
し
さ
や
、
生
命
の
躍
動
感
を
表
現
し

た
く
、
作
品
の
制
作
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
に
い
た
る
私
の
経
緯
を
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
新
潟
の
自
然
が
溢
れ
る
田
園
地

帯
に
生
ま
れ
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
タ
モ

【
当
日
】

　

大
学
卒
業
後
に
一
堂
に
会
す
る
会
は

初
め
て
で
あ
る
。
37
年
ぶ
り
の
昔
の
親

友
た
ち
と
の
出
会
い
。
名
前
が
出
て
こ

な
い
？
と
い
う
こ
と
で
全
員
に
名
札
を

用
意
し
て
受
付
に
並
べ
た
。
参
加
者

は
、
29
名
と
な
り
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
合
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
後
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
？
元
気
で

や
っ
て
き
た
の
か
？
な
ど
酒
を
酌
み
交

わ
し
外
の
喫
煙
場
所
な
ど
で
お
互
い
の

報
告
を
し
あ
っ
た
。

　

一
人
一
人
の
現
状
報
告
を
一
人
2
分

で
行
っ
た
が
、時
間
が
足
り
な
す
ぎ
た
。

も
っ
と
聞
き
た
い
！
元
気
で
良
か
っ

た
！
！
孫
が
か
わ
い
く
て
！
！
や
っ
ぱ

り
漁
師
が
一
番
年
収
が
あ
る
な
！
！
な

ど
盛
り
上
が
っ
た
。

　

三
陸
校
舎
で
学
び
を
と
も
に
し
た
若

き
日
の
自
分
に
同
窓
会
と
い
う
空
間
は

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
た
。

【
卒
業
後
40
年
を
祝
う
会
を
三
陸
で
開

催
！
！
】

　

最
後
に
人
生
１
０
０
年
時
代
。
し
か

し
車
の
運
転
な
ど
を
考
え
る
と
60
代
が

ベ
ス
ト
。
大
学
卒
業
40
年
を
祝
う
同
窓

会
を
三
陸
校
舎
（
現
三
陸
臨
海
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
）
に
集
合
し
３
年
後
に
開

催
す
る
こ
と
を
約
束
し
こ
の
会
報
原
稿

の
閉
じ
と
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
次
回

の
同
窓
会
の
中
心
も
徳
江
君
が
担
う

（
笑
）

な
っ
て
い
る
卒
業
生
た
ち
に
安
心
し
て

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
会
場
探
し
か

ら
始
め
た
。
全
国
か
ら
参
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
の
で
「
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
」「
ホ
テ
ル
」「
全
国
か
ら
の
参
加
者

が
日
帰
り
が
で
き
る
時
間
帯
の
開
催
」

と
い
う
設
定
を
し
て
以
下
に
決
定
し

た
。

　

３
月
25
日
（
日
）
新
宿
の
ホ
テ
ル
が

会
場
。
上
記
し
た
ホ
テ
ル
で
昼
12
時
か

ら
の
開
催
と
し
た
。

　

同
窓
会
案
内
等
事
務
的
な
仕
事
は
、

す
べ
て
徳
江
君
が
担
っ
て
く
れ
た
（
奥

さ
ま
に
感
謝
！
！
）

水
産
学
部
11
期
生
同
窓
会
を
開

催
し
て

11
Ａ
Ｆ　

深
井　

敏
行

　

水
産
学
部
11
期
生
（
昭
和
61
年
３
月

卒
業
）
が
大
学
卒
業
以
来
初
め
て
37
年

ぶ
り
の
同
窓
会
を
令
和
５
年
３
月
25
日

（
日
）に
新
宿
の「
ホ
テ
ル
ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
新
宿
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
現
役

で
大
学
に
入
学
し
た
卒
業
生
は
今
年
還

暦
、
浪
人
組
は
ち
ょ
う
ど
還
暦
の
時
期

と
重
な
り
、
そ
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
き
っ
か
け
】

　

令
和
４
年
11
月
５
日
（
土
）「
水
産

学
部
卒
業
後
30
年
の
集
い　

７
．
８
．

９
．
10
．
11
期
」
の
開
催
案
内
が
三
水

会
か
ら
会
員
に
届
き
11
期
の
10
名
が
北

里
大
学
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
合
し

た
。
会
場
で
は
三
陸
時
代
い
っ
し
ょ
に

青
春
を
過
ご
し
た
同
期
が
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
祝
い
、
会
終
了
後
に
は
相
模
大

野
駅
で
懇
親
会
を
開
催
、
青
春
時
代
の

思
い
出
話
を
す
る
中
か
ら
同
期
を
集
め

て
卒
業
後
初
め
て
の
同
期
会
を
開
催
し

よ
う
！
と
い
う
（
ま
あ
、
酒
の
力
だ
っ

た
が
・
・
）
話
に
ま
と
ま
り
三
水
会
の

役
員
で
あ
る
徳
江
君
を
中
心
と
し
て
準

備
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
コ
ロ
ナ
禍
で
の
準
備
】　

　

下
火
に
は
な
っ
た
時
期
と
は
い
え
コ

ロ
ナ
禍
で
の
開
催
。
当
時
は
ま
だ
感
染

症
は
２
類
で
あ
り
各
業
界
で
管
理
職
と

11期生同期会参加の皆さん
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着
任
の
ご
挨
拶

環
境
生
物
学
講
座　
　
　
　

魚
類
生
態
学
研
究
室

武
藤　

望
生

　

三
水
会
の
み
な
さ

ま
、
は
じ
め
ま
し

て
。
２
０
２
３
年
４

月
１
日
付
で
海
洋
生

命
科
学
部
・
環
境
生

物
学
講
座
・
魚
類
生

態
学
研
究
室
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
、
武
藤
望
生
と
申
し
ま

す
。
魚
類
の
種
に
お
け
る
多
様
性
や
、

種
内
の
遺
伝
的
多
様
性
に
つ
い
て
研
究

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
魚
類
の
自
然
史

研
究
に
関
し
て
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

伝
統
と
実
績
を
誇
る
本
学
部
に
迎
え
て

い
た
だ
き
た
い
へ
ん
光
栄
で
あ
る
と
と

も
に
、
責
任
の
重
さ
も
感
じ
て
お
り
ま

す
。
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
で
は
ま
ず
、
私
の
経
歴
を
簡
単

に
紹
介
す
る
な
か
で
研
究
上
の
興
味
に

つ
い
て
触
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら

の
研
究
を
本
学
で
ど
の
よ
う
に
発
展
さ

せ
て
い
く
か
の
抱
負
を
述
べ
ま
す
。

　

私
は
高
校
卒
業
ま
で
岐
阜
県
岐
阜
市

で
過
ご
し
ま
し
た
。
幼
少
期
に
は
近
所

の
川
で
淡
水
魚
に
親
し
み
、
魚
類
図
鑑

を
擦
り
切
れ
る
ほ
ど
く
り
か
え
し
読
む

昼
ご
ろ
に
終
わ
る
の
で
空
い
た
時
間

は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
見
た
海
中
の
世
界

を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
絵
に
描
い
て
い

ま
し
た
。

　

11
ヶ
月
間
こ
の
生
活
を
続
け
、
帰
国

す
る
頃
に
は
作
品
が
た
く
さ
ん
出
来
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
帰
国
し
て
す

ぐ
に
個
展
を
開
き
ま
し
た
。

　

個
展
開
催
の
と
き
は
大
学
時
代
の
友

人
や
先
輩
、
先
生
方
が
足
を
運
ん
で
下

さ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
繋
が
り
は

と
て
も
嬉
し
い
で
す
し
、
海
洋
生
命
科

学
部
の
友
人
や
先
輩
方
は
「
自
分
の
好

き
」
を
軸
に
し
て
、
お
仕
事
や
活
動
さ

れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
の
存
在
が
刺
激

に
な
り
、
自
分
の
活
動
の
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
会
社
員
を
し
な
が
ら
画
家
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
自
宅
に
制
作
活

動
用
の
部
屋
を
設
け
て
、
毎
日
そ
こ
で

作
業
を
し
、
不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が

個
展
を
開
い
て
い
ま
す
。
会
社
の
広
報

関
係
の
業
務
に
お
い
て
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
制
作
を
し
て
お
り
、
デ
ザ
イ

ン
の
ス
キ
ル
が
役
立
っ
て
い
ま
す
し
、

と
て
も
良
い
環
境
で
会
社
業
務
と
画
家

活
動
の
両
立
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
は
全
く
想
像
を
し
て
い

な
か
っ
た
働
き
方
を
し
て
い
ま
す
が
、

学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
、経
験
と「
自

分
の
好
き
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
活
動
が

出
来
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ノ
酸
の
関
係
性
に
つ
い
て
」
研
究
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
後
は
食

品
メ
ー
カ
ー
で
３
年
勤
務
し
た
の
ち
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

目
指
し
て
、
パ
ラ
オ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
渡
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
世
界

的
に
コ
ロ
ナ
が
流
行
り
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
仕
事
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

帰
国
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
生
活
を
す

る
た
め
に
農
場
で
働
き
ま
し
た
。

　

農
場
の
仕
事
は
早
朝
か
ら
始
ま
り
、

網
を
片
手
に
水
田
や
用
水
路
で
フ
ナ
や

ド
ジ
ョ
ウ
、
ク
サ
ガ
メ
を
追
い
か
け
る

日
々
で
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
将
来
の
夢

は
「
生
き
物
博
士
に
な
る
こ
と
」
で
、

尊
敬
す
る
人
物
は
動
物
学
者
の
千
石
正

一
先
生
で
し
た
。

　

高
校
卒
業
時
も
そ
の
思
い
は
変
わ
ら

ず
、
水
棲
生
物
の
研
究
が
で
き
る
北
里

大
学
の
海
洋
生
命
科
学
部
に
進
学
を
決

め
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
に
没
頭
し
、
学
部
の
研
究

で
は
「
ウ
ナ
ギ
の
回
遊
に
つ
い
て
」
大

学
院
で
は
「
ニ
ザ
ダ
イ
の
食
性
と
ア
ミ
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く
ら
い
普
遍
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
は
過
去
か
ら

現
在
に
わ
た
る
海
洋
環
境
な
ら
び
に
魚

種
ご
と
の
生
物
特
性
の
産
物
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
要

因
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
さ
ら
に
、
後
者
の
パ
タ
ー
ン
に
み

ら
れ
る
「
独
自
の
個
体
群
」
は
、
形
態

的
な
独
自
性
な
ら
び
に
他
個
体
群
か
ら

の
生
殖
隔
離
に
よ
っ
て
定
義
で
き
る
独

立
し
た
種
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
そ

う
で
あ
れ
ば
、
分
類
学
的
研
究
に
よ
っ

て
適
切
な
学
名
を
与
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
ひ
と
つ
ず

つ
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
将
来
的
に
は
、
本
学
部
の
多

様
な
教
員
の
み
な
さ
ま
と
の
協
力
に
よ

り
、
私
個
人
の
知
識
・
技
術
・
想
像
力

が
お
よ
ぶ
範
囲
を
こ
え
た
魅
力
的
な
研

究
が
展
開
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
研
究
に
な

る
か
は
現
時
点
で
は
（
定
義
上
）
知
る

由
も
な
く
、
た
だ
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
る
ば
か
り
で
す
。

　

以
上
、
拙
文
に
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
稿
執
筆
の
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
三
水

会
の
高
橋
会
長
、
長
谷
川
理
事
、
な
ら

び
に
会
報
担
当
の
内
藤
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

境
変
動
の
影
響
を
受
け
、
個
体
群
の
離

合
集
散
、
分
布
域
の
拡
大
・
縮
小
を
経

験
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
影
響
の
程
度
は
魚

種
の
生
態
や
生
活
史
に
よ
り
異
な
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
本
学
着
任
ま
で
の
期
間
は
東

海
大
学
札
幌
校
舎
に
教
員
と
し
て
所
属

し
、
教
育
を
主
な
業
務
と
し
つ
つ
、
前

述
し
た
研
究
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
発
展

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
メ
バ

ル
属
の
種
分
化
に
関
す
る
研
究
で
は
人

工
交
配
や
飼
育
実
験
を
行
っ
た
り
、
分

子
系
統
地
理
学
的
研
究
で
は
近
年
技
術

発
展
の
著
し
い
「
次
世
代
型
Ｄ
Ｎ
Ａ

シ
ー
ケ
ン
サ
ー
」
を
使
用
し
た
り
し
て

き
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
手
を
か
え
品
を
か

え
、
北
海
道
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
魚

類
の
多
様
性
を
節
操
な
く
研
究
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
多
面
性
を
武
器
と

し
て
本
学
で
も
教
育
・
研
究
に
ま
い
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
取
り
あ
げ
た
い
の
は
、
本
学
と

関
係
の
深
い
三
陸
を
含
む
、
東
北
地
方

太
平
洋
沿
岸
の
魚
類
で
す
。
近
年
の
研

究
か
ら
、
あ
る
魚
種
で
は
こ
の
海
域
に

お
い
て
遺
伝
的
に
異
質
な
日
本
海
個
体

群
と
太
平
洋
個
体
群
が
共
存
し
て
い
た

り
、
別
の
種
で
は
そ
れ
ら
が
交
雑
し
て

独
自
の
個
体
群
を
形
成
し
た
り
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
興
味
深
い
分
布
パ
タ
ー
ン
は
ど
れ

い
種
が
互
い
に
生
殖
隔
離
さ
れ
て
い
る

仕
組
み
を
調
べ
る
こ
と
で
、
種
分
化
が

ど
の
よ
う
に
し
て
お
き
た
か
を
推
測
で

き
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
考
え
方
に
も
と
づ
き
、
多
く
の
研
究

者
が
メ
バ
ル
属
の
研
究
に
注
力
し
は
じ

め
ま
し
た
。
私
は
、
キ
ツ
ネ
メ
バ
ル-

タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
と
い
う
分
化
し
て
間
も

な
い
種
間
の
遺
伝
的
差
異
を
分
析
し

て
、
漁
獲
デ
ー
タ
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
生
息
水
深
の
相
違
が
両

種
の
生
殖
隔
離
の
要
因
で
あ
る
（
そ
れ

ゆ
え
種
分
化
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
）
と
論
じ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
種
分
化
研
究
も
ま
た
、
現
在
ま
で

つ
づ
く
主
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で

す
。

　

博
士
の
学
位
取
得
後
は
、
ポ
ス
ド
ク

研
究
員
と
し
て
総
合
地
球
環
境
学
研
究

所
に
着
任
し
、
東
南
ア
ジ
ア
沿
岸
魚
類

の
多
様
性
調
査
・
研
究
に
携
わ
り
ま
し

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
っ

た
国
々
を
お
と
ず
れ
て
標
本
を
採
集

し
、
図
鑑
の
作
成
や
種
々
の
基
礎
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
最
も
力
を
い
れ
た
研

究
は
、
遺
伝
デ
ー
タ
か
ら
対
象
種
の
分

布
域
形
成
過
程
を
推
測
す
る
分
子
系
統

地
理
学
で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
周
辺
海
域

は
過
去
の
環
境
変
動
に
よ
っ
て
干
出
と

水
没
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
分
子
系
統
地
理
学

的
研
究
か
ら
、
多
く
の
魚
種
が
こ
の
環

よ
う
な
、
典
型
的
な
「
魚
少
年
」
で
し

た
。
中
学
以
降
い
っ
た
ん
魚
へ
の
興
味

が
う
す
れ
た
も
の
の
、
大
学
進
学
に
あ

た
っ
て
再
燃
し
、
進
学
先
に
は
京
都
大

学
農
学
部
資
源
生
物
科
学
科
（
改
組
前

の
水
産
学
科
を
含
む
）を
選
び
ま
し
た
。

大
学
で
は
４
年
次
か
ら
海
洋
生
物
増
殖

学
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、
博
士
の
学
位

取
得
ま
で
６
年
半
所
属
し
ま
し
た
。
こ

の
研
究
室
は
、
魚
類
の
生
理
学
、
分
子

生
態
学
、
分
類
学
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
と

す
る
３
名
の
教
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
は
、
今
と
な
っ
て
は
思
い
出

せ
な
い
ほ
ど
の
些
末
な
理
由
で
、
分
類

学
を
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
選
択

し
ま
し
た
（
そ
の
た
め
指
導
教
員
に
志

望
理
由
を
う
ま
く
説
明
で
き
ず
、
研
究

室
生
活
の
初
日
は
２
時
間
以
上
に
わ
た

る
お
説
教
で
幕
を
開
け
ま
し
た
）。
と

こ
ろ
が
実
際
に
取
り
組
ん
で
み
る
と
こ

れ
が
実
に
面
白
く
、
現
在
で
も
分
類
学

は
私
の
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

で
す
。

　

大
学
院
で
は
メ
バ
ル
属
魚
類
を
対
象

と
し
て
、
ひ
き
つ
づ
き
分
類
学
的
研
究

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
つ
つ
、
分
子
生

態
学
的
な
手
法
・
観
点
で
種
分
化
の
研

究
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
メ
バ
ル
属

は
当
時
、
非
常
に
近
い
過
去
に
共
通
の

祖
先
か
ら
派
生
し
た
種
の
ペ
ア
を
多
数

含
む
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
い
う
事
実
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
種

分
化
の
研
究
で
は
、
分
化
し
て
間
も
な
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し
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
共
に
皆
さ

ん
か
ら
多
く
の
元
気
や
教
え
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
に
海
洋
生
命
科
学
部
と
の
思
い
出

は
、
前
部
署
だ
っ
た
就
職
セ
ン
タ
ー
の

時
に
訪
れ
た
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
し
た
。
相
模
原
で
は

就
職
先
が
決
ま
っ
た
先
輩
方
が
後
輩
の

就
職
支
援
を
す
る
「
Ｋ
Ｊ
Ａ
」
を
立
ち

上
げ
た
と
こ
ろ
で
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
ぜ
ひ
や
り
ま
せ
ん
か
と
声
か
け
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
時
に
快
く

引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
と
一

緒
に
三
陸
で
も
作
り
上
げ
た
こ
と
で

す
。

　

こ
の
度
三
水
会
の
高
橋
会
長
よ
り

「
名
簿
管
理
担
当
」
と
し
て
お
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
定
年
退
職
後

３
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
が
学
生

課
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
感
謝
の
気

持
ち
も
あ
り
お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
少
し
で
も

皆
様
の
お
力
添
え
と
な
り
ま
す
よ
う
精

進
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

２
０
２
３
年
４
月
１
日
付
着
任
の
西

原
秀
夫
教
授
及
び
池
上
花
奈
助
教
の

紹
介
は
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

三
水
会
事
務
局
「
名
簿
管
理
担

当
」
就
任
ご
挨
拶

元
海
洋
生
命
科
学
部
事
務
室
職
員

丸
山　

秀
子

　

２
０
２
３
年
４

月
よ
り
三
水
会
事

務
局
か
ら
お
声
が

け
い
た
だ
き
ま
し

て
「
名
簿
管
理
担

当
」
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
丸
山
で
す
。

　

こ
の
度
、
就
任
す
る
に
あ
た
り
ま
し

て
ご
挨
拶
の
機
会
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
の
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
と
し
て
北
里

の
職
員
時
代
の
こ
と
を
記
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
北
里
大
学
薬
学
部
に

１
９
７
８
年
に
入
職
し
て
、「
医
学

部
」、「
学
生
サ
ー
ビ
ス
部
」、「
就
職
セ

ン
タ
ー
」
を
経
て
海
洋
生
命
科
学
部
事

務
室
に
は
２
０
１
１
年
７
月
に
着
任
し

ま
し
た
。

　

同
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
相
模
原
キ
ャ
ン

パ
ス
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
移
動
す
る
こ

と
と
な
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
大
変
不

安
の
中
、
私
も
戸
惑
い
な
が
ら
着
任
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
私
の
北
里

生
活
は
42
年
間
と
い
う
長
き
に
渡
り
ま

し
た
が
、各
事
務
室（
医
学
部
を
除
く
）

で
は
主
に
学
生
に
関
わ
る
仕
事
を
担
当

北里大学海洋生命科学部創立50周年記念事業募金について

　「北里大学海洋生命科学部創立50周年記念事業募金」について、三水会会報（第82・
83・84号）においてご案内をさせていただきましたところ、多くの三水会会員の皆様から
ご賛同を賜わり、募金の目的である“学部創立50周年記念誌の作成”並びに“学部創立50
周年記念式典の開催”につきましては、2022年度に目的を達成することができました。

　なお、募金の募集期間は、当初、2023年３月31日までとされておりましたが、その他の
目的である“相模原キャンパス共有機器等の更新”及び“三陸臨海教育研究センター施設
設備、機器等の更新”の達成に向けて、2024年３月31日まで延長されることとなりました。

　つきましては、引き続き、多くの三水会会員の皆様からご芳志を賜わりたく、改めまし
てご案内させていただきます。

　募金の詳細につきましては、北里大学海洋生命科学部のホームページ（以下URL）をご
覧いただき、何卒ご賛同賜わりたくお願い申し上げます。

https://www.kitasato-u.ac.jp/mb/about/50th/

三水会会長　高橋明義（昭和55年卒・５期生）
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　2023年の夏は猛暑、酷暑が続き、地球温暖化は終焉を迎え、地球沸騰へと大きく変容し
ているとのことです。世界的な自然環境の変容に加え、経済では物価高が止まらず生活は
厳しい状況が広がりつつあります。一方、コロナへの対応は２類から５類への政策変更で
観光業などでは人出の復活、お盆の交通渋滞がもどってきました。台風も大型化、強力化
が特別のことではなくなり、台風６号による沖縄地方の被害、続く７号による西日本の被
害が相次ぎ自然災害も日常的になってしまいました。被害に遭われた方々にはお見舞い申
し上げます。私ごとですが、７月に三陸に３泊４日で渓流釣り三昧＆観光に行きました。
宿泊は三陸キャンパスの宿泊施設を使わせていただきました。施設はきれいでとても快適
なものでした。卒業生や一般の方も宿泊可能な施設となっていますので三水会の皆さんも
家族や友人とで訪れてはいかがでしょうか。地球沸騰で三陸が熱帯になる前に三陸を楽し
んでおかなければと思うこのごろです。　

■ 三水会第16期代議員候補の推薦について
　2024年度は三水会第16期代議員改選期にあたります。
　本会活動を円滑に運営するために代議員の協力は欠かせません、自薦、他薦は問いません、下記の要綱にてお申
し込みくださいますよう、お願い申し上げます。代議員任期は2024年５月18日から2027年５月の定期総会までの３
年間となります。

記
１．下記をご記入の上、FAXもしくはメールにて三水会事務局までお送り下さい。
　①代議員候補者氏名　　②卒業年度もしくは卒業期　　③勤務先名称　　　　　
　④連絡先住所　　⑤電話番号（携帯）　　⑥メールアドレス
　※代議員の主な活動
　　・毎年５月白金キャンパスで開催（第３土曜日15時開催予定）の三水会定期総会出席（委任状も可、交通費支給）
　　・その他
２．推薦受付期限は2024年３月末日です。
３．不明な点は下記三水会事務局まで、ご遠慮なくお問い合わせください。
　　三水会事務局　電話：FAX　0120－873－135　
　　Ｅ-mail：information@kitasato-sansuikai.jp
　
■ 北里大学海洋生命科学部創立50周年記念誌の頒布について
　北里大学海洋生命科学部は、2022年に創立50周年の節目を迎え、これを記念して記念誌が発行されました。
　この度、海洋生命科学部のご厚意により、三水会会員の皆様に限定して記念誌を頒布させていただくこととなりま
したので、ご希望の方は、下記の要領でお申し込みください。

記
１．お申し込み方法
　三水会事務局までE-mailにてお申し込みください。なお、E-mailの件名を「創立50
周年記念誌の申し込み」としていただき、記念誌の送付先として、お名前、ご住所
（〒から）、電話番号、また卒業年をお知らせください。
※個人情報は、記念誌送付以外に使用いたしません。
【E-mail】information@kitasato-sansuikai.jp
２．送付方法
　ご指定の送付先に宅急便（着払い）にて配送いたしますので、送料につきましては
ご負担願います。（940円～1,480円、地域により異なります。）

３．その他
・一人１冊とさせていただきます。
・記念誌は限定制作のため、頒布数に限りがあります。予定数に達しましたら終了
させていただきますので、予めご了承ください。
・お問い合わせは、三水会事務局（E-mail）までお願いいたします。

以　上

■ 三水会北海道地区親睦会開催のお知らせ
　北海道地区親睦会を2024年２月17日（土）に札幌市内で開催予定です。
　開催２ヶ月前を目処に詳しい内容をご案内します。
　厳寒期の開催ですが、皆様のご参加をお待ちしております。

編
集
後
記
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